
 

 

 

 

 

 

 

 

 ｃｕｂｅ６０％＋ｒａｎｄｏｍ４０％とＳ６０％＋ｒａｎｄｏｍ４０％の 

 ｒａｎｄｏｍレベル比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｃｕｂｅ方位６０％とＳ方位６０％のｒａｎｄｏｍレベルは一致する。 

 更にｃｕｂｅ２０％、４０％、６０％，８０％の比較から 

 ｒａｎｄｏｍレベルは、ｒａｎｄｏｍの比率（定量値）と一致する事が分かります。 

 

 ｒａｎｄｏｍ以外に結晶方位が存在する場合、ｒａｎｄｏｍレベルは下がります。 

１．０より小さい部分にも、微小な結晶方位が存在する事になります。 

更に、結晶方位の最小値が限りなくゼロに近ければ、ｒａｎｄｏｍ方位は存在しない事になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２０１６年０５月０７日 

   ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

    sure-database¥Cube-Copper-S-random40¥ｒａｎｄｏｍレベル比較 



概容 

 全てｒａｎｄｏｍの場合、結晶方位密度は、１．０より低くなる事を 

「ｒａｎｄｏｍ４０％の極密度、結晶方位密度」で説明しました。 

又、ｃｕｂｅ方位２０％とＳ方位２０％の最大結晶方位密度は異なることから 

ｃｕｂｅ方位６０％＋ｒａｎｄｏｍ方位４０％とＳ方位６０％＋ｒａｎｄｏｍ４０％の 

ｒａｎｄｏｍ方位の結晶方位密度を比較してみます。 

 

比較方法 

 ＬａｂｏＴｅｘのＭｏｄｅｌｉｎｇ機能でＯＤＦ図を作成し 

 φ２＝０、Φ＝４５のだφ１＝０－＞９０のプロファイルを比較する。 

 

 ｃｕｂｅ方位６０％のＭｏｄｅｌｉｎｇ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 Ｓ方位６０％のＭｏｄｅｌｉｎｇ 

  

ＯＤＦ図比較 

 最大方位密度は異なるが、最小方位密度は同一 

 



φ２＝０、Φ＝４５のだφ１＝０－＞９０のプロファイルを比較 

         

  

 

 ｒａｎｄｏｍ方位レベルは０．４であり、 

 ｃｕｂｅ２０％＋ｃｏｐｐｅｒ２０％＋Ｓ２０％＋ｒａｎｄｏｍ４０％の０．４と同一である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｃｕｂｅ方位２０％、４０％、６０％、８０％の比較 

     

 

 最小方位密度が、ｒａｎｄｏｍの比率に一致しています。 


